
理念 障がいがあっても人間としての尊厳をもって生きることを
支援するリハビリテーション医療・介護をめざします。
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　久しぶりの発行となりました。これからは年4回は発行して

いきますので、よろしくお願いいたします。

　さて、そろそろインフルエンザなどが流行する時期になり

ますので、基本的な感染予防対策(マスク着用、手洗い、うがいなど)は徹底していきましょう。

　さて、次回は3月の予定です。お楽しみに。

この作品は通所リハビリテーションに通っている清和庄右ヱ門さんの作品です。

他にも様々な素晴らしい作品を作り続けています。

 ２北病棟は、脳卒中後・骨折後のリハビリを行

う回復期リハビリテーション病棟です。

 日常生活動作の向上で、患者さん（ご家族）が

自信を持って、家庭復帰・社会復帰出来るように

支援させて頂きます。

名前の由来は？
　稲と生命の源である水と、文化の源である火との競演・融合する様を表現した「水焔の能」（櫛引
地区で毎年 7月に開催 :2005 年の病院広報誌開始時点での櫛引町ホームページより）表題です。
　私達の医療・介護が地域に根付き、生命と文化を大切にした組織でありたいとの願いをこめて、こ
の表題をつけました。

みんなで　明るく★元気に
頑張っています！

病棟の
ムード

メーカー★

フレッシュな新人！
頑張ってます！

素敵な笑顔でしょ！

病棟の母！
みんなを温かく

見守ってくれています！

温かい眼差しで…

フレッシュな新人！
頑張ってます！

元気な笑顔でしょ！
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外部からの特別講演
　９月の末に大阪の千里リハビリテーシ

ョン病院理学療法士の吉尾先生をお招き

してリハビリテーションの学習会を開催。

エビデンスに基づくリハビリテーション

の実践を学びました。目標指向的アプロ

ーチをチームで実践することがより回復

に結びつく事を院内多職種で学習しまし

た。参加者は庄内全域より 130 名に上り

ました。

　研修二日目には実技を交えて解剖学に

よる体の仕組み、それらを動かす中枢神

経の働きについて学びより効果的なアプ

ローチについて学習しました。最後には

最新の長下肢装具を実習し今後に繋がる

と実感しました。

秋祭り

　秋祭りを開催しました。各病棟とも、皆様

が参加できるよう当て物やヨーヨー釣り、輪

投げ等ありました。カラフルなヨーヨーは初

めての方にも楽しんでもらえたようですし、

日常に使用できるような景品にも喜ばれてい

たようです。職員の踊りや花笠音頭に加え、

入院されている方からの参加協力もあり皆様

とても驚きつつも盛り上がった秋祭りでした。

今回の行事が、リハビリの合間の気分転換や

また明日から頑張れる活力になれたなら良か

ったと思います。

医療安全学集会
　2015 年度の第１回の医療安全学習会が、

9 月３０日、１０月 7 日に行われました。

（なるべくたくさんの人が研修を受けられ

るように２回開催）。今回のタイトルは、

「チームトレーニングで学ぶチームＳＴＥ

ＰＳ」。

　「チームの鎖」という演習を使って、チ

ーム医療の重要性、そして各個人も重要

な役割を果たしてくれることが実感とし

て理解できるような研修会になりました。

　健康祭りのステージ企画でしゃんしゃん体操を参加者の皆さんと踊りました。

皆さん立ち上がって体操に参加して頂いて、笑顔があふれ楽しく踊っていただ

けたと感じています。これをきっかけに体操を一つでも覚えていただき、日々

の運動としていただければ幸いだと感じました。
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